
 
 

   

 

 

 

七
五
三
詣
の
ご
案
内 

当
宮
で
は
七
五
三
の
ご
祈
祷
を
受
付
け
て
お
り
ま
す
。 

 

ご
予
約
制
と
な
っ
て
お
お
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

総
合
受
付
で
あ
る
、
茶
屋
町
の
御
旅
社
ま
で
お
電
話

か
、
メ
ー
ル
に
て
ご
予
約
下
さ
い
。 

 

な
お
、
基
本
的
に
七
五
三
の
ご
祈
祷
は
神
山
町
の

御
本
社
に
て
執
り
行
い
ま
す
が
、
参
列
数
五
名
ま
で

で
あ
れ
ば
茶
屋
町
の
御
旅
社
で
も
執
り
行
う
事
は
可

能
で
す
。 

  

※
七
五
三
は
数
え
年(

満
年
齢
に
一
歳
足
す)

で
計
算
し
ま
す
。 

      

・
三
歳 

令
和
三
年
生(

丑) 
 

 

女
児(

又
は
男
児) 

   

・
五
歳 

平
成
三
十
一
年
、
令
和
元
年
生(

亥) 

男
児 

 
   

・
七
歳 

平
成
二
十
九
年
生(

酉) 

女
児 

 
    

ご
予
約
は
下
記
ま
で 

〇
六-

六
三
七
一-

一
五
八
六 
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「
ア
レ
の
ア
レ
」
の
日
の
対
応 

今
期
、
プ
ロ
野
球
球
団
の
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
は
、
先

月
廿
日
、
セ
・
リ
ー
グ
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
を

制
し
、
先
月
末
か
ら
今
月
に
か
け
て
の
日
本
シ
リ
ー
ズ

に
出
場
し
、
三
十
八
年
ぶ
り
と
な
る
「
ア
レ
の
ア
レ
」

を
目
指
す
事
と
な
り
ま
し
た
。 

今
号
執
筆
時
点
に
お
い
て
、
パ
・
リ
ー
グ
の
覇
者
で

あ
る
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
と
一
勝
一
敗
と
な

っ
て
お
り
、
非
常
に
接
戦
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。 

も
し
「
ア
レ
の
ア
レ
」
と
な
っ
た
場
合
、
三
十
八
年

前
は
当
宮
周
辺
で
も
、
興
奮
し
た
虎
党
に
よ
る
、
大
騒

ぎ
が
朝
ま
で
繰
り
返
さ
れ
事
や
、
近
年
急
増
し
た
来
阪

観
光
客
に
よ
る
相
乗
的
な
騒
ぎ
が
懸
念
さ
れ
、
そ
う
し

た
方
々
に
よ
る
過
激
な
参
拝
を
ご
遠
慮
頂
き
た
い
事

か
ら
、
境
内
保
全
の
為
、
重
要
試
合
日
に
は
当
宮
御
本

社
、
御
旅
社
と
も
に
閉
門
時
間
を
大
幅
に
繰
り
上
げ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
何
卒
ご
了
承
下
さ
い
ま
せ
。 

  

 

氏
地
案
内
「
芝
田
一
丁
目
」 

当
宮
は
氏
地
で
あ
る
旧
北
野
村
の
範
囲
に
あ
た
る
、
北
野
連

合
振
興
町
会(

神
山
町
な
ど
九
町
会)

、
梅
田
東
連
合
振
興
町
会

(

茶
屋
町
な
ど
五
町
会)

に
加
え
、
万
歳
町
、
西
天
満
六
丁
目
、

中
崎
西
二
丁
目
一
部
、
曽
根
崎
一
丁
目
一
部
の
氏
神
さ
ま
と
し

て
鎮
座
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

氏
地
案
内
の
八
回
目
は
芝
田
一
丁
目
で
す
。 

町
名
の
由
来
は
、
は
っ
き
り
と
は
分
か
っ
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
寛
延
三
年(

一
七
五
〇)

の
古
地
図
に
は
既
に

「
芝
田
ノ
内
」
と
い
う
小
字
が
見
ら
れ
る
事
か
ら
、
江

戸
時
代
に
は
既
に
芝
田
の
名
で
、
田
畑
と
し
て
開
発
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

こ
の
町
に
明
治
四
十
三
年
、
箕
面
有
馬
電
気
軌
道
、

す
な
わ
ち
現
在
の
阪
急
電
鉄
が
開
業
し
ま
す
。
当
時
の

駅
舎
は
現
在
の
阪
急
百
貨
店
の
あ
た
り
に
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
都
市
化
に
伴
い
芝
田
商
店
街
な
ど
も
組

織
さ
れ
、
芝
田
付
近
は
賑
や
か
な
町
へ
と
変
わ
っ
て
い

き
ま
し
た
。
昭
和
四
十
八
年
に
梅
田
駅
拡
張
の
為
、
現

在
地
に
駅
が
移
転
。
十
面
九
線
の
巨
大
駅
舎
と
な
り
、

こ
れ
は
日
本
最
大
級
の
規
模
で
す
。
こ
の
梅
田
駅
を
中

心
に
阪
急
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
土
地
開
発
が
進
み
、
平
成

初
頭
の
頃
に
は
付
近
を
含
め
「
阪
急
村
」
と
も
呼
ば
れ

ま
し
た
。
平
成
十
八
年
に
阪
神
電
鉄
と
経
営
統
合
し
た

事
で
、
現
在
は
ア
レ
の
ア
レ
を
目
指
す
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
の
親
会
社
の
あ
る
町
と
も
な
っ
て
お
り
、
次
の
喜
び

を
つ
く
り
だ
す
町
と
し
て
、
今
も
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

今 

月 

の 

暦 

【
御
旅
社
授
与
所(

茶
屋
町) 

御
朱
印
平
日
受
付
日
】 

十
一
月
廿
四
日(

金) 

十
三
時
～
十
七
時
の
予
定 

                 

～ 

綱
敷
天
神
社
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
図
サ
イ
ト 

～ 
     

編
著 

綱
敷

つ
な
し
き

天
神
社 

禰
宜

ね

ぎ 
(

御
旅
社 

神
主) 

 
 

 
 

 
 
 
 

  
  

白 

江 
 

秀 

知 
 

 当宮地図 

Google MAP 

 

喜 

多 

埜 
 

第
二
二
四
号 

 

 

綱
敷
天

つ
な
し
き
て
ん

神
社

じ
ん
し
ゃ 

社
報 

 

 

社
報
「
喜
多
埜
」
毎
月
一
日
発
行 

※ 

 

新
嘗
祭(

廿
三
日) 

…

日
本
全
体
の
秋
祭 

神
事
の
み

 

   

立
冬(

八
日)…

秋
が
極
ま
り
、
い
よ
い
よ
冬
の
気
配
が
立
つ
頃 

小
雪(

廿
二
日)…

寒
い
地
域
で
は
雪
が
降
り
始
め
る
頃

 

   

七
五
三(

十
五
日)…

子
祝 

三
歳
男
女
、
五
歳
男
子
、
七
歳
女
子 

    

十
一
月
四
日
、
十
日
、
十
四
日
、
廿
日
、
廿
六
日 

    

下
弦(

五
日)

、
朔
月(

十
三
日)

、 

上
弦(

廿
日) 

、
満
月(

廿
七
日)

、 

    

文
化
の
日(

明
治
節
・
三
日)

、
勤
労
感
謝
の
日(

廿
三
日) 

    

【
祭
礼
】 

  

【
節
気
】 

     

【
雑
節
】 

  

【
大
安
】 

  

【
朔
望
】 

  

【
祝
日
】 

  

【
旬
】 

 

[

野 

菜] 

春
菊
、
ネ
ギ
、
山
芋
、
牛
蒡
、
ホ
ウ
レ
ン
草 

[

果 

物] 

リ
ン
ゴ
、
ク
リ
、
早
生
ミ
カ
ン
、
キ
ウ
イ 

[

魚
介
類] 

秋
刀
魚
、
カ
キ
、
ホ
ッ
ケ
、
銀
鮭
、
ク
エ 

[

そ
の
他] 

き
の
こ
類
、
菊
、
山
茶
花
、
柊
の
花
、
木
瓜 

 

一
月
の
み
元
日
に
特
別
号
、 

十
五
日
に
一
月
号
を
発
行 


